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概要

　英国における「契約者の合理的期待（PRE）」は，契約上の債務ではないというその本質的な曖昧さから，

アクチェアリー会等の努力にもかかわらず，長年具体的解釈が行われないままであった．しかし，エクイダ

ブル生命事件の判決を機に，有配当保険全般に関する規制改革である「有配当レビュー」の中で，PREは

「契約者の公正な取扱い（TPF）」という概念に代替され，その明確化が求められることになった．そして

事実上契約上の債務として，TPFと「財務管理の原則と実務（PPFM）」による給付額の可能な限りの明確

化と，その履行の担保としてツイン・ピークス・アプローチにより将来の配当も含めた支払能力の確保が図

られるに至った．しかし，最終配当を中心とする給付額が不確定であること，また制約が増したとは言えそ

の決定は会社の裁量権に依存するという本質的な特徴は残ったままであり，日本において参考とする際には

注意が必要である．
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1はじめに

英国生命保険産業においては，近年，様々な出

来事が生命保険規制の改革を促進する要因となっ

ている．EU統合や国際会計基準への対応，ビッグ

バン以降の規制一元化の動きはその代表的なもの

であるが，生命保険固有の事情として，エクイダ

ブル生命の経営危機や住宅ローン養老保険問題，
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年金不適切販売問題など，業界を揺るがす大きな

問題が次々に起こっており，改革を進めざるを得

なくなっていることも事実である．

　諸改革の中でも，「有配当レビュー（Wi仕pm趾s

Re㎡ew）」は，金融サービス機構（Financia1Se㎞ces

Autbority：FSA）が進める保険金杜の抜本的規制

改革であるタイナー・プロジェクトの中核をなし

ている．「有配当レビュー」による改革は多岐にわ

たる課題をカバーしているが，その内容を見ると，

多くの項目において，「契約者の合理的期待
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